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カ ー ル ・ シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー ク
ビー ダ ー マイ ヤ ーの 画 家
向 山 毅
要 旨
カ ール ・シ ュ ピ ッツ ヴ ェー クは ドイ ツで最 も愛 され て い る国 民 的 画 家 で あ る が、 日本 で は ほ と
ん ど知 られ て い ない 。 シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェー クは ビ ー ダ ーマ イ ヤ ー の画 家 といわ れ て お り、19世紀 前
半 の ドイ ツ の古 き よ き時 代 の情 景 を ユ ー モ ア とペ ー ソス を 持 っ て描 い て い る。 彼 の生 涯 と主 な 作
品 お よび そ の 世 界 に つ い て 述 べ る。
キ ー ワ ー ド=シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー ク、 ビ ー ダ ーマ イ ヤ ー、 画 家 、 ドイ ツ美 術
1は じめに
外国を旅行す るときの楽 しみの一つがそれ まで知 らなか った画家 とその作品に 出会え ること
であ る。 カール ・シ ュピッツ ヴェー ク(CarlSpitzwegl808-1885)との出会 い もその よ うに
して始 まった。1976年の ことであ る。西独(当 時)の フライ ブル グで開催 され る国際会議に 出
席す るため、大学や研究所の知人 ・友人を訪問 しなが らフラ ンクフル ト、 ダル ムシュタ ッ ト、
ハイ デルベル グとライ ン川沿いに南下 していた。暇がで きると各地の美術館を訪れていたが、
そんな とき一人の気にな る画家があ った。最初に 目に付いたのはその空間表現であ った。画面
は横に広が るのではな くて、縦に上下に伸びてい る。 しか し外へ向か って発散 してい るのでは
な くて、絵の中央の人物な どを包み込む よ うに安定 した空間を作 ってい る。次に 目を引いたの
は絵のか も し出す暖かな雰囲気であ る。眺めてい ると心地 よい気分が感 じられ、 日向ぼ っこを
してい るよ うなの どかな気分にな る。時間 まで もゆ っ くりと流れてい るよ うだ。 さらに思わず
微笑んで しま うよ うな ユーモアとほのかなペ ー ソスがに じみ 出てい る。決 して非常に感動を覚
え るよ うな絵ではないが、なにか魅力が感 じられて画家の名前を記1意した。
フライ ブル グの書店で この画家の画集を見つけ ることがで きた[1]。シュピ ッツヴェークは 日
本ではあ ま り知 られていないが、 ドイ ツでは最 も愛 されてい る画家であ った。その後 ドイ ツの
い ろんな ところで彼の絵 と出会 う機会があ った し、 また京都 の古書店で偶然に彼 の古い画集[2]
を発見 し、 ます ます彼の絵に興味を持つ よ うにな った。 ドイ ツの画家 といえば、デ ューラーや
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グ リューネヴ ァル ト、 ホルバイ ン、 フ リー ドリッヒな どの名前が思い 出され る。 シュピ ッツヴ
ェー クは これ らの画家 と比べ ると決 して偉大な画家 とは言えない。だが シュピ ッツヴェークの
絵には彼 らと同様に ドイ ツの民衆に愛 され る何かがあ るもの と思われ る。
シ ュピッツヴェークは ビーダーマイ ヤーの画家 といわれてい る。それは どんな時代だ ったの
だ ろ うか?ビ ー ダーマイ ヤー(Biedermeier)とは19世紀前半 の ドイ ツや オース トリアでの市
民文化を表す言葉で、文学 ・家具 ・服飾 ・絵画 などを語 る ときに用 いられ ている[3-5]。フラン
ス革命 とナポ レオンの台頭で力を得たかに思えた市民階級は ウ ィーン会議での メ ッテル ニヒに
よる王政復古 と旧体制の復活に期待を裏切 られ、検閲制度に よる言論 弾圧の下で政治や社会へ
の関心を失 ってい った。人 々は理想主義的や観念的な ものに反発 し、 日常的で平凡な ものに興
味を持つ よ うにな った。 こ うした小市民的な風潮が盛んであ った期間、 ウ ィーン会議の開かれ
た1815年か ら1848年に三月革命が起 こって メ ッテル ニヒが ロン ドンに亡命す るまでの33年間を
ビーダーマイ ヤー時代 とい う。
ビー ダーマ イ ヤ ー とい う言葉 は も と も とは ドイ ツ語 で 「愚 直 な」 を 意味 す る ビー ダ ー
(bieder)ともっともあ りふれた姓であ るマイ ヤーを合成 して作 り上 げ られ てた架空 の人名で
あ る。 生み の親 は判事 でユ ーモ ア詩人 で もあ った ル ー トヴィ ッヒ ・アイ ヒロッ ト(Ludwig
Eichrodt)であ るとされてい るが、実は彼 のハイデルベル グ大学時代の友 人で医者 の ア ドル フ ・
クスマウル(AdolfKussmaul)であ るら しい1も クスマ ウルが 田舎 の友人 の家 で村 の学校 の先
生で あったS.F.ザウターの詩集 を発見 した。 そのあ ま りに素朴で俗物的 な作 品にユ ーモ アを
感 じた クスマウルは アイ ヒロッ トた ちと似た よ うな スタイルで詩を作 り始めた。1854年か ら57
年 にか けて ミュンヘ ンで発行 され ている風刺雑誌rフ リー ゲンデ ・ブ レッター』(Fliegende
Blatter)にアイ ヒロッ トとそ の仲 間たちの詩が掲載 され、 クスマ ウルはザ ウターの名前を ビー
ダーマイ ヤーに変えて、その詩についてのエ ッセイを発表 してい る。 アイ ヒロ ッ トは1869年に
「拝情詩に よるカ リカチ ュア』 とい うアンソ ロジーで ビーダーマイ ヤー調の詩を多 く採用 した。
この よ うに して村の教師で好情詩人 「ゴ ッ トリープ ・ビーダーマイヤ ー」が誕生 した。また ビー
ダーマイ ヤーとい う言葉は1848年に 同 じrフ リーゲンデ ・ブ レッター』誌に掲載 された シェ ッ
フェル(J.V.vonScheffel)の詩に登場す る二人 の愚直 な人物 ビー ダーマ ン(Biedermann)
とブル メルマイヤー(Brummelmaier)の名前 か らアイ ヒ ロッ トに よって合成 され た とい う説
もあ る。
その後 ビーダーマイ ヤーは ナポ レオンへの解放戦争の勝利 と三月革命の間の平和で穏 やかな
時期、政 治的 には保 守的 であ り抑圧 されていた が、市井 の人 々に とっては 「気 持ち の よい」
(gemUtlich)時代 の文化様式 を表す言葉 にな ってい った。最初 は家 具調度につ いて用 い られ、
簡素で実用的な スタイルは ビーダーマイ ヤー様式 と呼ばれた。絵画に関 しては1913年にハ ーマ
ン(R.Hamann)が 『十九世紀の ドイ ツ絵画』(DiedeutscheMalereiim19Jahrhundert)で
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初めて使用 した。 この時代は18世紀末か ら19世紀初頭に活躍 した カスパ ール ・ダヴィ ッ ト・ブ
リー ドリッヒ(CasparDavidFriedrich1774-1840)やフィ リップ ・オ ッ トー ・ル ンゲ
(PhilippOttoRunge1777-1810)などの ドイツ ロマ ン派[6・7]と19世紀後半 の リア リズ ムの間
を橋渡 しをす る役割を果た していて、後期 ロマン派 と呼ばれ ることもあ る。 しか しビーダーマ
イ ヤーの画家 と して通常取 り上 げ られ るのは リヒター(RudwigRichter)やシ ュヴ ィン ト
(MoritzvonSchwind)などで シュ ピッツヴェークはその他の画家の一人 と して簡単に述べ ら
れ るだけであ る2-4も
この よ うに マイ ナーな画家の一人で しかない シュピ ッツヴェークの絵が多 くの人 々に愛 され
てい るのは、作品の芸術的価値 を超えて ドイ ツの人た ちの心を打つ何かがあ るためであろ う。
彼の絵で最 も有名な ものは 「貧 しい詩人」であ る。 この絵はい ろんな印刷物に用い られ、 また
多 くの家庭 で壁 を飾 ってい る。 シ ュピッツヴェー クの生誕200年にあた る2008年には 「貧 しい
詩人」の絵の記念切手が販売 された。
現在ではわが国で もイ ンターネ ッ トを通 じて 「貧 しい詩人」な ど有名な絵の ポス ターを購入
で きる し、 ドイ ツ旅行に行 った ときに ミュンヘ ンな どの美術館で シュピ ッツヴェークの絵を見
て興味を持 った人 も多い。また シュピッツヴェー クにつ いてはわが 国では神林恒道が論文[8-10]
を発表 してお り、最近 にな って池 内紀 がエ ッセイ集 の中で述べ てい る[11]。しか しまだ 日本で
は シ ュピッツヴェークとい う画家はほ とん ど知 られていない と言 って もよい。
2シ ュピッツヴ ェークの生涯
シ ュピッツヴェークの生涯については彼の ホームペ ージ[12]に詳 しく記 されている。カール ・
シ ュピ ッツ ヴェー クは1808年に ミュ ンヘ ン郊 外 の村 で生 まれた。 彼 の父 ジ ーモ ン(Simon
Spitzweg)はこの村 の 出身 で、 一族 は この土地 で財産 を 築 いて いた 。母 の フ ランジ ス カ
(Franziska、旧姓Schmutzer)は富裕 な穀物卸売商 の娘 で、 ミュンヘ ンの市民階級 に属 して
いた。
父 ジーモ ンは成功 した商人であ り、1804年に ミュンヘ ンの市民権を得てい る。同 じ年 に彼は
結婚 し、相続 した財産 と妻の持参金を元手に麻、羊毛、絹、綿な どを取 り扱 う商会を設立 した。
これに よって彼の ミュンヘ ンにおけ る社会的地位は確立 し、市議会議員や議長を務め、バイエ
ル ン州議会の ミュンヘ ン代表に まで選 出されてい る。 この よ うに強力な父親を持 った ことが、
シ ュピッツヴェークの前半生に大 きな影響を与えた。
シ ュピッツヴェーク家には3人 の息子がいた。父親は彼 らがそれぞれ別の職業につ くよ うに
準備 していた。長男 のジ ーモ ン(Simonl805年生 まれ)は 将来は父親 の会 社を引 き継 ぎ、次
男の カール は薬剤 師に、弟 のエ ドゥアル ト(Eduard1811年生 まれ)は 医者 になる ことを予 定
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されていた。父親の考えでは、 こ うすれば兄弟が互いに協力で きるはずであ った。息子た ちに
は選択の 自由はな く、 この計画に反対す ることな ど許 されなか った。
カールは芸術に興味を持 っていたが、父親には まった く認め られ ることな く、母親が理解を
示 していただけであ った。父は教養が財産 と名声への基礎 とな るもの と考えてお り、息子た ち
が よい学校教育を受け られ るよ う気遣 っていた。父の路線に従 って カールは10歳にな ると、 ラ
テン語の準備学校に入学 した。
彼は学校生活には満足 していたが、母に多 くの点で助け られての ことであ った。 しか しその
母が1819年に原因不 明の病気で突然に死亡 した。 この ことは彼に とって大 きな打撃であ った。
さらに父は 同 じ年に母の妹 と再婚す る。父に従順であ った カールはギ ムナジウムを終了 した後、
1825年にバイエル ンの宮廷薬局に見習い と して入 った。見習い期間を終えた後は、助手 と して
宮廷薬局で働 きなが ら、 ミュンヘ ン大学に入学 して薬学、植物学、鉱物学、化学、物理学な ど
を勉強す る。 この とき彼を大 きな不幸が襲 った。1828年に父が、翌年 にはエ ジプ トの カイ ロで
商人 と して活躍 していた兄がペ ス トのために死んだ。そのために弟のエ ドゥアル トが父の会社
を引 き継 ぐことにな った。父親が息子た ちのために準備 した将来計画は完全に狂 って しまった
のであ る。
しか しカールは依然 と して父の希望 していた薬剤師への道を進む。1829年に助手の仕事が終
了 し、 ドナ ウ河畔の町 ス トラウビング(Straubing)の薬局 で一年 間働 いた。 この町 で彼 は素
人劇団に端役 と して参加 し、舞台監督 も勤めた。演劇への興味は子供時代に母か ら受け継いだ
ものであ った。彼は劇場で多 くの友人を作 り、演劇についての趣味は生涯にわた って続いた。
1831年に継母 は商人 であるノイエル ト(HermannNeuerudt)と再婚 した。 カールは この人 と
は馬が合 った よ うで、一緒に旅行 した りしてい る し、 ノイエル トは カールの財政上の相談役 と
な った。
1832年カールは優秀な成績で ミュンヘ ン大学で薬学修士の学位を得た。その直後一 ヶ月間 ボ
ローニャ、 フ ィレンツェ、 ローマ、 ナポ リな どイ タ リアに旅行に 出かけ る。 ここで もまた演劇
や歌劇を楽 しんだ よ うで、舞台の スケ ッチな どを弟に書 き送 ってい る。 このイ タ リア旅行が後
に画家 とな る決心をす る際に重要な役割を果た してい る。
1833年シュピ ッツヴェークはチ フスにかか り、温泉(BadSulz)に病気療 養で滞在 してい る
ときに薬剤師 と しての経歴を放棄 して画家を主な職業にす ることを決心す る。それは この頃父
の遺産の相続分が確定 した ことと関係 してい る。彼の決心は家族た ちか らも支持 された よ うで
あ る。
シ ュピッツヴェークは絵画についての専門教育は受けてお らず、特定の師 もない独学者であ
った。当時 ミュンヘ ンの美術界では コルネ リウス(PetervonCornelius)を学長 とす るアカデ
ミーが隆盛を誇 っていた。 コル ネ リウスはイ タ リア初期ル ネ ッサ ンスの歴史的宗教絵画への復
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活を 目指 していた ナザ レ派の中心人物で、 ミュンヘ ン美術 アカデ ミーの学長に就任す ると、バ
イエル ン地方の風景や都市での市民の 日常生活を題材に した 自然主義的な絵画を アカデ ミーか
ら追放 して しまった5も硬直 したア カデ ミーの運営 に反 抗 した画家 たちは 自分た ちの作 品を発
表す るために1823年に ドイ ツで最初の美術協会を結成 していた。 シュピ ッツヴェークは アカデ
ミーとは まった く関係なか ったが、幸運な ことに アカデ ミーに背を向けた画家た ちの間に友人
を見つけ ることがで きた。
一方で シ ュピッツヴェークは経済的な不安を解消 して 自由に芸術活動に打 ち込め るよ うに、
義父(継 母の夫)ノ イエル トと共 同で金融業を営んでい る。 さらに 自分の絵を売 るための販売
戦略をたてた。 ヨー ロッパ各地の美術協会に絵を供給 し、そ こで購入で きるよ うな シス テムを
作 ってい る。 この よ うな活動のかたわ らシュピ ッツヴェークは芸術作品を生産 し続けて行 った。
この ころ彼は ヨー ロッパの各地を頻繁に旅行 してい る。た とえぽ1834年には二度 もヴェネチ ア
を訪問 してい る。 こ うした旅行のつ ど新 しい スケ ッチや油絵の習作を持 ち帰 った。1835年には
ミュンヘ ン美術協会の会員 とな ってい る。
1836年に ミュンヘ ンで コ レラが繰 り返 し発生 した。 これを避けて シュピ ッツヴェークは郊外
の村に逃れ、 ミュンヘ ンに戻 ったのは翌年 にな ってか らであ る。 この1837年に彼の最 も有名な
作品 「貧 しい詩人」の最初の ヒン トが得 られた。 この絵は1839年の美術協会に 出品 されたが審
査員には不評であ った。1838年には シュピ ッツヴェークは8枚 の絵を売 り、 自分の絵の販売 カ
タ ログを制作 し始めた。
1844年に もシュ ピッツヴェークは ヨー ロッパの多 くの土地を旅行 したが、 ミュンヘ ンに戻 っ
てか ら雑 誌 「フ リーゲ ンデ ・ブラ ッター』の挿絵 画家 とな る。 この雑誌 は この年 に ブ ラウン
(KasperBraun)によって創刊 された風刺雑誌 で、上 に述べた ように ビーダーマイヤー とい
う言葉が初めて使われたの もこの雑誌上であ った。 しか しシュピ ッツヴェークは1853年の コ レ
ラの流行で この雑誌に寄稿す ることをやめてい るので、 アイ ヒ ロッ トた ちの詩が掲載 された と
きには この雑誌 とは関係なか った。
同 じ1844年に シュピ ッツヴ ェークは シ ュライ ヒ(EduardSchleich)と知 り合 いになる。4歳
年下の シュライ ヒは クールベな どの フランス写実主義を ドイ ツに紹介 した風景画家で、 シュピ
ッツヴェークの風景画に影響を与えた。二人はチ ロル渓谷や トリエ ステ、 ライバ ッハな どに一
緒に旅行 してい る。1847年には シュピ ッツヴェークに とって大 きな 出来事があ った。 ビーダー
マイ ヤーを代表す る画家 シュヴ ィン トと音楽会で 出会 ったのだ。彼 らはその後 よき友人 とな っ
た。 シ ュヴ ィン トは夢 と幻想の世界を描いた叙情的な絵画 と歴史的な情景を主題 とす る壁 画で
有名であ った。 ヴ ァル トブル グ城の壁画を描いた ことで もよ く知 られてい る。 また彼は ウィー
ン生 まれで、若い時代には音楽家 フランツ ・シューベル トの友人であ った。 シュピ ッツヴェー
グは シュヴ ィン トの作品での細密描写 と自由な色彩の統一に感心 してお り、夜 景画を描 くとき
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に大 きな影響を受けた。1849年には プラハを訪れ、チ ェコの画家た ちと交流 した。
彼の旅行での経験、特に ヴェネチ アへ旅は彼の創作活動に重要な役割を果た してい る。そ う
した中で1851年の旅は特別に実 りの多い ものであ った。彼は シュライ ヒや弟のエ ドゥアル トた
ちと一緒にパ リの産業博覧会 と第一回 ロン ドン万国博覧会を訪れた。そ こで彼は クールベ、
ドラク ロアやバル ビ ゾン派の画家の作品に触れて、 ミュンヘ ンの復古的な風潮に埋 もれてい る
間に国際的な美術の発展か ら取 り残 されてい ることを 自覚 したのであ る。
1865年にな るとシュ ピッツヴェークは静脈炎のために これ までの よ うに旅行を しな くな った。
この年彼はバイエル ンの ミカエル勲章を授与 されてい る。 しか しこれはあ ま り彼を感動 させ る
ものではなか った ら しい。 これに対 して彼は 「勲章 とは国家がその権威を示すための もので し
かない」 とい う意味の一編の詩で答えた。
コルネ リウスの失脚の後 アカデ ミーに風景画部門が復活 し、1868年には シュピ ッツヴェーク
は ミュンヘ ン美術 アカデ ミーの名誉会員に推挙 された。1871年、彼は31枚の絵を販売 してい る。
この よ うに して彼の芸術はついに認め られ、彼は大衆の寵児 とな った。
しか し1873年と74年に ミュンヘ ンで再び コ レラが流行 した。今回は これ まで と比べて激 しい
もので、 シ ュピッツヴェークは友人の シュライ ヒを失 った。彼は また もやチ ロルに逃れ、一年
間は ミュンヘ ンに帰 らなか った。1875年には ミュンヘ ン中央絵画委員会の常任委員に選ぼれ、
健康上の理 由でその職を退 くことにな る1881年まで勤めた。 シュピ ッツヴェークの絵の販売実
績の ピー クは1880年で、 この年に彼は37枚の絵を売 ってい る。
1884年に彼が非常に愛 していた弟のエ ドゥアル トが死亡 した。 シュピ ッツヴェークは重要な
家族 の絆 を断たれ て、そ の後 は孤独 を感 じる よ うに なった。 カール ・シ ュピッツヴ ェー クは
1885年に ミュ ンヘ ンの 自宅で卒中の発作のために死んだ。
1908年に彼 の生誕100年を記念 した展覧会 が ミュ ンヘ ンとフランクフル トで開かれ、彼 の絵
は再び注 目を集めた。その後 ナチ スと ヒッ トラーのお気に入 りの画家 とな り、戦後はその反 動
を受けた。 しか し1967年に展覧会が開催 されたのを契機に再び ドイ ツの国民的画家 とな った。
3シ ュピッツ ヴ ェークの作品
シ ュピッツヴェー クの主 な作品は ホームペ ージ上 で見 る ことがで きる[13]。彼 は1824年(16
歳)に 絵 を描 き始めてか ら、生涯 に1500点以上 の絵 画 とス ケ ッチを残 している。 生前に約500
枚 の絵 を販 売 した。 そのほ とん どは50×30cm程 度の小 さな作 品で ある。 これは彼 の絵 の多
くが一般市民に よって購入 され、彼 らの部屋の壁を飾 るためには小 さなサイ ズであ る必要があ
ったのであ る。
ビーダーマイ ヤー時代の ドイ ツにおけ る美術界の風潮を マ ックス ・フ ォン ・ベ ームはその著
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繰 り返 し現れている。この舞台でビーダーマイヤー的な小市民、変人、ロマンチ ックな恋人た
ちが物語を繰 り広げるのである。
彼の絵で最 もよく知られ、最もよく好 まれているのが 「貧 しい詩人」(1839年)である。ガ
ランとした屋根裏部屋。小さな明りとりの窓を通 して隣家の屋根に雪が積もっているのが見え
る。古びたガウンを纏った詩人はナイ トキャップをかぶ り、寒さから身を守るために毛布に包
まってベ ットに横たわっている。部屋を暖める薪ももうな くなったのだろ う。ス トーブには彼
の詩集の原稿らしい紙束が押 し込まれている。天井からの雨漏 りを防 ぐために詩人の頭上に吊
り下げられている破れて壊れたコーモリ傘が可笑 しい。詩人はペンを口に くわえ、ベ ットの横
に本を積み上げて詩作に余念がない。左手には原稿を、右手は指を折って韻を数えているよう
に見える。最近この動作は指先で蚤を潰 しているところだと判明したそ うである[9]。この絵に

















ぎる若い娘たちを思わず眺めて しま う。逆に狭い通 りいっぱいに店を広げている 「古本屋」
(1880年頃)は 通 りすが りの女性には 目もくれずに店先で古書を読むのに没頭 している。全て
がのどかで、ちょっぴ り佗 しく、なんとな く可笑 しい。
一方、シュピッツヴェークは権力や権威を持つもの、特に聖職者、学者、軍人、警官などを








の他にも、丸い目をむいて 「編物をす る僧侶」、鉄砲を担いだまま石の台に腰掛けて 「眠って
いる夜番」(1875年頃)、雀が巣を作っている大砲の傍で 「編物をする歩哨」(1860年頃)、広場
を隔てて大声で 「論争を している僧侶」(1870年頃)な どがある。 このような絵を神林恒道は







ミエの風刺はボー ドレールが 「ふざけているかと思えば、血なまぐさくもある」と評 したよう
に、社会の矛盾を鋭 く指摘 し、そのユーモアは政治や社会に対する痛烈な攻撃 となっている[14]。
これに対 してシュピッツヴェークは社会を風刺 してはいるが、何かに抗議 した り、何かを主張
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しよ うとは していない。冷徹な 目で社会や人物を詳細に観察 し、通常は見過 ご して しま うよ う
な些細な ことを指摘す ることに よ り問題の本質に迫 ってい る。
1860年頃か らは 田園画や風景画が多 くな る。一つには友人の風景画家 シュライ ヒの影響に よ
る もの で あ ろ う。 また彼 は1849年の プ ラハ 旅 行 で英 国の 風 景 画家 コ ンス タ ブル(John
Constable)の作 品を研究 している。1851年のパ リへの旅行 では ドラクロアと・ミル ビゾン派 に
興味を持 った。 この旅行は彼のその後の絵で色彩の構成に変化を もた ら した。神林恒道はバル
ビゾン派の影響が大 きい ことを指摘 し、パ リ旅行以前には シュピ ッツヴェークに とって風景は
単な る舞台の背景で しかなか った と述べてい る[8]。
だが シュ ピッツヴェークの場合には風景画 とい って もだた 自然の景色だけを描いてい るもの
は少ない。風景の中には必ず人物が存在 し、 自然 と人間が一体 とな って ドラマを演 じてい るの
であ る。森 の中の険 しい道 を歩 いてい る 「山羊 を連れ た少 女」、少女 が立 って いる 「森 の泉」
(1870年頃)、二人の女性が岩の上に座 って景色を眺めてい る 「アル プスの牧場で」(1880年頃)、
渓流で糸 を垂れ てい る 「つ り師」(1875年)など。そ うした意味 で街 中での生活 を描 いた絵 と
同様に考えて もよいであ ろ う。 しか し細かい タ ッチで細密画の よ うであ った若い頃の絵 と比べ
ると、風景画では フランスの画家た ちの影響なのかのびのび と した筆使いで色彩に も変化が見
られ る。その よ うな風景画を描 くことに よ り、 シュピ ッツヴェークは単な る風俗画家の枠を超
えた ともいえ る。
シュ ピッツヴェークは1832年のイ タ リア旅行以来、頻繁に ヨー ロッパ各地を旅行 してい る。
イ タ リアには特に興味を持 って何度 も訪れてい る。 こ うした旅行の成果が 「イ タ リア人の街頭
歌手」(1855年頃)、「カーニバル」、「あ くびをす る トル コ人」、「ユ ダヤ教会 にて」 な どの異国
情緒 のあふれ る絵 とな って残 され てい る。彼は また鋭 い人 間観察者で あった。 「貧 しい詩 人」
や 「本の虫」の よ うに奇人た ちの一風変わ った行動を覚めた 目で眺めてい る。なにや ら怪 しげ
な実験装置 を覗 き込 んでい る 「錬金術 師」(1846/48年頃)、や っと咲いた一輪 の花 に話 し掛 け
んばか りの 「サボテ ン愛好者」(1856年頃)な どであ る。彼 は際立 った色彩感覚を持 っていた
と言われてい る。薬剤師 と しての修業の過 程で絵の具な どの薬品を調整す る際の化学的 ・工 学
的な手法を十分に経験 していたか らであろ う。 シュピ ッツヴェークは また多 くの詩を作 ってい
る。彼の詩は絵 と同様にのんび りと した ビーダーマイ ヤー調の ものが多いが平凡であ り、詩 人
シュピ ッツヴェークは画家ほ どには評価 されていない。
4シ ュピッツヴ ェークの世界





























といっても孤独な暮らしを していたわけではない。弟のエ ドゥアル トは常によき理解者であ
り、支持者であった。また画家仲間の多 くの友人に取 り囲まれていた。特にシュライヒとシュ
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い る[1]。こ うした ことか ら考 え るとシュピ ッツヴェークは彼 の絵 の登場 人物 とは異な って人生
を楽 しんでいた よ うであ る。
シ ュピッツヴェークの風景画には森の情景を描いた ものが多 くあ る。彼の森 の絵は アル トド
ル フ ァー(AlbrechtAltdorfer1480-1538)の幻想 的、神秘 的な森 を思い出 させ る。 これにつ
い てマルセル ・ブ リヨンは 『幻想芸術 』[15]で「ゲル マ ン的 な魂 がた えず夢 みつつ あるあ こが
れ の森」 で、そ こでは 「人 間は 自然 と一体 になる」 と述べて いる8もまた ケネ ス ・クラークは
彼 の 『風 景画論』[16]の中で森 を描 いた ドイ ツ的な風景画家 として グ リューネ ヴ ァル ドとアル
トドル フ ァーの名を挙げ ている。 アル トドル フ ァーは 「ドイ ツ精神 の代表者 であ った」。 なぜ
な ら彼の 目は 「北方の森の奥 まで深 く入 りこんでいなが ら、 これ らの ものをあ る 《心地 よさ》
(ゲミュー トリヒカイ ト)を もって見つめてい るか らであ る」9)としている。
一方、神林恒道は シュピ ッツヴェークの風景画は 「森のイ メージが ドイ ツ人の心に喚起す る、
あ る神秘性の表現」 とい うよ りは 「バル ビ ゾン派 の影響が強い」 と述べてい る[8]。しか しフラ
ンスの画家た ちは森 を あ くまで 自然す なわ ち対 象 と して見 てい るのに対 して、 シ ュピッツヴ
ェー クの森は神秘的ではあ るが人 々を優 しく包んで くれ、 自然 と人間が一体 とな ってい る。彼
は アル トドル フ ァー、 グ リューネ ヴ ァル ト、 クラナ ッハを経て ドイ ツ ロマン派につなが ってい
る伝統の上に立 ってい るといえ る。
シュ ピッツヴェークは ビーダーマイ ヤーの画家 といわれてい る。 しか しビーダーマイ ヤー時
代の終わ りを1848年とす ると、彼の絵の多 くは これ以後に描かれてい る。 これは シュピ ッツヴ
ェー クが古 きよき時代を懐か しんでいた訳ではない。彼は 自分が描 きたか った もの、 自分の世
界を絵に しただけであ る。彼は政治や社会に関心はなか った。 自分の周囲で現実の世界が ど う
変化 しているかには無頓着で あ った。1848年の3月革命以後、 フランクフル ト国民議会 の召集、
やがて プ ロシャが台頭 して1866年に普懊戦争が、1870年に普仏戦争が勃発、1871年には ドイ ツ
帝国が誕生 して彼の故国バイエル ン王国はその一領邦 とな った。 この よ うな激動の時代に もか
かわ らず、 シュピ ッツヴェークは全 くなに ごともなか ったかの よ うに ビーダーマイ ヤーの時代
を生 き、その世界を描 き続けてい った。変化 したのは外の世界であ り、 シュピ ッツヴェークの
世界は変わ っていない。晩年は大衆に認め られ、勲章を貰 った りしたが彼の生活が変わ った り
す ることはなか った。その意味で彼は まさに ビーダーマイ ヤーの画家であ った。
神林恒道は シュピ ッツヴェークの絵を 「ドイ ツ風川柳の世界」 とい う非常に巧みな表現で言
い表 している[8・9]。シ ュピッツヴェークは冷静 に人間 を眺め、その弱 さ、可笑 しさ、悲 しみを
ビーダーマイ ヤー調の世界の中に描 き出す。彼は卓越 した人間観察者であ ると言え る。 これは
彼が若い頃に 自然科学者 と しての訓練を受けた ことと関係があ るだ ろ う。先入観を排 して虚心
坦懐に対象物を見 る観察力 とその結果を的確に描け る表現力が結びついて、 スピツヴェーグの



















シ ュピッツヴェークは ビーダーマイ ヤーの画家であ るといわれてい る。彼の描 く世界は ドイ
ツの人 々に とっては古 きよき時代であ り、その絵の魅力は人 々を 「気持 ちの よい」気分に し、
ほのかな ユーモアとペ ーソスを感 じさせ、聖職者や学者た ちを槍玉にあげて風刺 してい るとこ
ろにあ る。 シュ ピッツヴェークは醒めた眼を持 った優れた人間観察者であ り、森 林や中世風の
町並みを舞台に繰 り広げ られ る ドラマを通 して人間の弱 さや悲 しさをユ ーモ アを交えて表現す
る。彼 自身は常に観客席に座 っていて、決 して舞台に上が ることはない。 シュピ ッツヴェーク
は ビーダーマイ ヤー時代を生 き、その小市民的な生活をゆ うゆ うと楽 しみ、そ してその世界を
絵に残 した。彼 こそ まさに ビーダーマイ ヤーの画家 と呼ばれ るのに相応 しい。
シ ュピッツヴェークは薬剤師 とい う職業を捨てて画家にな った。同 じよ うに薬剤師か ら転向
した も う一人 の画家が思い 出され る。 チ ョン トヴ ァー リ(Csontvary)の名で知 られ てい るハ
ンガ リー人の画家 テ ィヴ ァダール ・コスツカ(TivadarCosztkal853-1919)であ る[17]。彼は
「神の声」を聞いて40歳にな ってか ら画家にな ることを決心 した。薬剤師 とい う経歴以外に も
この二人には共通点が多い。二人 とも正規の美術教育を受けないで独 自の画風を確立 してい る。
それぞれの国 内では最 も愛 されてい る画家であ るが、外国ではほ とん ど知 られていない。 シュ
ピッツヴェークの 「貧 しい詩人」に相当す るのが、チ ョン トヴ ァー リの 「孤独な シダの木」で
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あ り、 この絵を知 らないハ ンガ リー人はいない と言 っていいほ どであ る。二人は また ヨーロ ッ
パを頻繁に旅行 してい る。 さらにチ ョン トヴ ァー リは絵の修行のために一時期 ミュンヘ ンに滞
在 していた ことがあ る。 この ときには シュピ ッツヴェークは も う既に死亡 していた。 しか し二
人に共通す るのは ここまでであ る。
二人の作品には大 きな相違 があ る。チ ョン トヴ ァー リには大作が多 く、例えば 「タオル ミナ
のギ リシ ャ神殿 の廃嘘」 は302cm×570cmであ る。 これ に対 して シュピッツヴェークの絵 の
ほ とん どは小 さ く、 大 きな絵 「ローゼ ンタール の郵便配 達人」(1858年頃)で もそのサ イ ズ
73.5cm×46.5cmでチ ョン トヴ ァー リの作 品に比べ るとそ の差 は歴 然 と してい る。 なに よ り
もチ ョン トヴ ァー リの絵には シュピ ッツヴェークの よ うな風刺やユ ーモア、心温 まる日常性は
ない。風景画において も人物画において もチ ョン トヴ ァー リは常に シ リアスであ り、彼の絵に
は メランコ リックな気分が漂 ってい る。経歴が よ く似た二人の作品に この よ うな大 きな差が見
られ るのは、 シュピ ッツヴェークが ドイ ツ南部のバイエル ン地方で生 まれ育 ったのに対 して、
チ ョン トヴ ァー リの方は悲観的で メランコ リックな といわれ るハ ンガ リー人であ ることの国民
性が影響 してい るよ うに思われてな らない。
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注
1)文 献4の14-15ペ ー ジ 。
2)文 献3の424-502ペ ー ジ 。
3)文 献5の213-316ペ ー ジ 。
4)文 献7のll2-139ペ ー ジ 。
5)文 献3の424-437ペ ー ジ 。
6)文 献3の443-450ペ ー ジ 。
7)文 献4の108-120ペ ー ジ 。
8)文 献15の14-16ペ ー ジ 。
9)文 献16のll2ペ ー ジ 。
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